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我
ら
の
同
窓
、
鹿
島
俊
雄
若
は
、
日
本
歯
科
医
師
政

治
連
盟
、
日
本
医
師
政
治
連
盟
の
推
薦
、
並
び
に
同
君

の
属
す
る
自
由
民
主
党
公
認
候
補
と
し
て
去
る
六
月
二

日
施
行
さ
れ
た
参
議
院
全
国
区
候
補
と
し
て
堂
々
と
立

候
補
さ
れ
、
栄
あ
る
当
選
の
栄
誉
を
担
わ
れ
た
。

て

お

し

ら

せ

同
窓
会
本
部
よ
り
会
員
各
位
に
、
当

一

る
六
月
の
口
腔
荷
生
週
間
の
た
め

「
歯

~

ι

の
荷
生
」
の
印
刷
物
を
お
送
り
致
し
ま

一

一
し
た
。
有
効
に
御
使
用
の
程
お
願
い
致

一

γ

し
ま
す
。

一

今
年
は
地
方
選
挙
を
始
め
参
院
選
と
将

に
選
挙
の
半

年
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
会
員
各
位
の
当
選
の
報
に
、

榎
本
名
誉
会
頭
、
西
村
会
頭
、
福
島
学
長
も
心
か
ら
祝

意
を
表
し
、
同
窓
会
員
を
始
め
歯
科
界
の
各
位
の
御
協

力
に
深
く
戚
謝
を
さ
れ
て
い
る
。
当
選
の
栄
春

に
輝
く

鹿
島
君
は
次
の
様
に
談
ら
れ
た
。

「
花
は
多
年
に
一
旦
り
、
公
的
に
は
内
閣
諮
問
機
関
た

る
社
会
保
障
制
度
審
議
会
委
員
、
厚
生
大
臣
諮
問
機
関

た
る
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

臨
時
医
療
保
険
審

議
会
委
員
を
兼
任
致
し、

叉
私
的
に
は
鹿
島
社
会
保
障

研
究
会
を
創
設
し
、
微
力
乍
ら
、
我
が
園
、
社
会
保
障

制
度
の
陣
立
に
懸
命
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
中
私
の
専
門
的
立
場
か
ら
、
先
ず
第

一
に
、
医
療
の
保
障
印
ち
病
気
の

時
に
は
誰
で
も
安
ん

じ
て
一

番
最
善

の
手
当
が
受
け
ら
れ
る
様
に
、
叉
医
師

も
歯
科
医
師
も
.
誰
に

で
も
一
番
良
い
手
当
を
し
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
、
現
行
各
種
社
会
保
険
医
療
を
し
て
、

第
一
四
八
回

東
京
歯
科
大
学
学
会
開
催
通
知

来
る
六
月
二
十
日
(
土
)
午
後

一
時
よ
り
本
会
例

会
を
開
催
致
し
ま
す
。

会

場

東

京

歯

科

大
学
講
堂

同
窓
会
員
各
位
に
も
本
学
会
に
御
入
会
、
御
来
場
下
さ
る
様
御

願
い
致
し
ま
す
。

第
七
十
五
回
例
会
開
催
逼
知

本
年
度
の
六
月
例
会
を
左
記
次
第
に

よ
り
開
催
致

し
ま
す
。

多
数
会
員
の
御
来
会
を
お
待
ち
致
し
て
居
り
ま
す

日

時

昭

和

三

十

四

年

六

月

廿

一

日

(
日
)

午
後
一
時
1

1

四
時

場
所
東
京
神
田
水
道
橋
母
校

次

第

午
後

一
時
|

|

一
時
三

O
分

「
ス
エ

l
デ
ン
留
学
よ
り
時
り
て
」

母
校
助
教
授

高

添

一

郎

君

午
後
一
時
三

O
分
ー
ー
ー
一
時
四

O
分

挨

拶

鹿

島

俊

雄

君

午
後
二
時

一
O
分
|
|
|
判
時

「
矯
正
治
療
の
実
際
」

母
校
教
授

荷

藤

久

君

。
恒
例
に
よ
り
当
日
会
場
に
て
惰
科
探
材
の
陳
列
則
売
を
行
い
ま

す
@
当
日
例
会
終
了
後
同
君
の
出
席
の
許
に
報
告
会
を
兼
ね

懇
親
会
開
催
の
予
定
で
あ
る
。
出
席
御
希
望
の
方
は
六
月

十
八
日
迄
に
本
会
宛
御
申
し
越
し
願
い
度
く
御
案
内
申
し

上

げ

ま

す

会

費

五

O
O円

昭
和
三
十
四
年
六
月
五
日会

頭

西

村

豊

治

会
員
各
位
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真
に
国
民
の
生
命
尊
重
の
最
高
理
念
に
基
く
適
切
な
る
一
と
を
銘
記
し

、
あ
く
ま
で
民
主
々
義
の
理
念
を
堅
持
し

医
療
制
度
の
確
立
に
努
力
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
一
て
民
意
に
添
っ
た
正
し
い
明
る
い
ガ
ラ
ス
張
の
政
治

す
、
次
に
母
子
家
庭
、
癒
疾
者
、
身
体
障
害
者
の
活
一
が
出
来
る
よ
う
熱
誠
以
っ
て
あ
ら
ゆ
る
面
に
努
力
し
た

擁
護
さ
ら
に
農
漁
林
業

・
中
小
企
業
者
等
も
含
め
た
金
一
い
と
念
願
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

国
民
の
老
俺
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
国
民
年
金
制
度
一
同
窓
各
位
の
御
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

の
完
全
実
施
を
期
す
ベ
く
、
現
在
既
に
民
間
的
で
は
あ
一
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
共
宜
ろ

し
く
御
指
導
御
鞭
轄
の

る
が
国
民
年
金
協
会
の
推
進
委
員
と
し
て
活
躍
致
し
て

一
程
御
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

」

お

る

次

第

で

す

。

一

な

お

、
今
回
の
参
院
選
挙
で
医
系
議
員
と
し
て
歯
科

私
達
の
幸
福
な
生
活
と
は
、
心
身
の
健
康
と
経
済
的
一
関
係
よ
り
中
尾
辰
義
氏
(
大
歯
大
同
窓
)
が
当
選
さ
れ

安
定
に
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
不
健
康
は
経
済
的
貧

一
女
医
山
本
す
ぎ
氏
並

び
に
薬
剤
師
界
よ
り
高
野
一
夫
氏

困
を

よ
び
、

叉
経
済
的
不
安
は
、
健
康
を
菩

l
、
貧
乏

一が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
の
栄
を
担
わ
れ
た
。

を
招
き
、
犯
非
を
生
む
も
の
で
、

こ
の
健
康
と
経
済
的

一

当

選

医

歯

参

議

員
四
氏
の
得
票
数

一
中
尾
辰
義
氏
全
国
区
十
四
位
四
九
四
、
七
回
二

安
定
の
二
つ
は
私
達
の
た
め
た
の
し
い
生
活
を
保
障
す
一
一
鹿
島
俊
雄
氏
全
国
区
三
十
位
三
七
七
、
一
七
回

る
に
重
要
か
つ
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
山
本
す
ぎ
氏
全
国
区
三
十
六
位
三
四
九
、
九
六一

た
め
に
は

、
国
家
は
前
に
述
べ
ま
し
た
医
療
保
障
、
失

一
高
野
一
夫
氏
全
国
区
四
十
位

三

三

六

、
三

五

業
対
策
、
教
育
の
機
会
均
等
、
叉
国
民
年
金
に
よ
る
保
一
t

一

母
校
収
徒
事
業
の

一
つ
と
し
て

障
等
の
社
会
保
障
制
度
の
確
立

、
側
面
的
に
は
減
税
↑

科
学
の
振
興
、
産
業
の
発
展
、
食
糧
の
増
産
貿
易
の

一

学
校
法
人
東
歯
大
保
険
事
業
部
開
設

拡
大
等
賢
明
な
る
施
策
を
必
要
と
致
し
交
す
。
私
は
全

一一
母
校
に
お
い
て
は
、
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
に
基
づ
き
収
訴
事
業
の

国
民
が
た
の
し
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
政
治
に
於
い
て
一
実
施
を
計
り
、
保
険
事
業
部
を
開
設
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
努
刀
を
致
し
て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り

一
同
窓
校
友
各
位
の
う
ち、

三
井
生
命
保
険
相
互
会
社
設
び
に
千
代
田

一
生
命
保
険
相
互
会
相
と
御
契
約
の
あ
る
向
は
、
東
商
大
事
業
部
に
振
替

ま
す
。

一
え
て
頂
け
る
と
母
校
の
収
益
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
頂
け
る
こ
と
に
相

政
治
は
常
に
正
し
く
、
し
か
も
明
る
く
な
く
て
は
い
一
成
り
ま
す
。
従
っ
て
、
今
後
保
険
料
の
払
込
み
は
三
崎
町
一
ノ
七
東
京

一
歯
科
大
学
内
保
険
事
業
部
宛
に
卸
願
い
致
し
ま
す
。
但
し
上
記
二
会
社

け
な
レ
。

こ
れ
は
私
達
の
楽
し
い
生
活
に
も
直
結
す
る
一
に
契
約
が
あ
っ
て
も
、
他
代
理
屈
扱
い
の
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

も
の
で

、
政
治
に
偏
見
、
策
謀
、

汚
恥
あ
り
で
は
到
底

一
な
お
火
災
保
険
も
、
大
正
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
代
理
業
務
を

一
母
校
保
険
事
業
部
で
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
多
数
会
員
各
位
の
御
利
用
を

国
民

の
生
活
安
定
も
国
家
の
繁
栄
も
望
み
得
ま
せ
ん
。
一
御
殿
い
致
し
ま
す
。

国
家
社
会
に
於
い
て
は
、
全
人
類
の
平
和
を
常
に
念
願

一

す
る
穏
健
な
る
世
界
観
に
立
脚
し
た
正
し
い
協
調
、
内

一

全

国

各

地

同

窓

よ

り

祝

電

的
に
は
、
国
政
は
国
民
の
信
託
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ

一
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
当
り
鹿
島
俊
雄
君
の
当
選
を
祝
し
て
全
国
各

御

知

ら

せ

学
校
法
人
事
業
部
で
は
懸
案
の
保
険
代
理
業
務
を

正
式
に
開
始
し
ま
し
た
。
同
窓
、
父
兄
並
び
に
教

職
員
各
位
は
事
業
部
を
通
じ
て
保
険
に
加
入
さ
れ

大
学

の
運
営
に
御
協
力
下
さ
い

生

命

保

険

三

井

生

命

保

険

相

互

会
社

同

千

代

田

生

命

保

険

相

互

会
社

火

災

保

険

大

正

海

上

火

災

保

険

株

式

会

社

(
右
保
険
事
務
は
大
学
調
査
部
で
取
扱
い
ま
す
か

ら
御
連
絡
下
さ
い
。
直
ち
に
専
従
職
員
を
派
遣
し

ま
す
。
)
学
校
法
人
東
京
歯
科
大
幸
保
険
事
業
部

地
同
窓
よ
り
本
会
宛
祝
霞
を
頂
い
た
。
左
に
掲
げ
て
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(
佐
世
保
)
回
巾
健
之
助
君
、
江
崎
消
君
、
村
尾
栄
君
(
山
形
市
)
小

林
t
ナ
兵
制
若
(
世
田
ヶ
谷
区
)
両
角
彦
一
一
若
(
甲
府
)
長
久
保
E
夫
君

(
伊
東
市
)
岡
山
町
若
(
犬
阪
市
)
高
桜
貞
総
省
(
北
海
道
)
佐
々
木

三
知
夫
省
、
向
山
英
三
君
(
長
野
県
)
菊
池
武
彦
君
(
鹿
児
め
市
)
一
ニ

宅
久
夫
君
高
良
端
穏
君
(
宇
部
市
)
梶
井
信
夫
君
(
鳥
取
県
〉
矢
田
貝

清
治
右
群
馬
県
支
部
殿
(
千
葉
県
)
長
島
君
(
熊
谷
市
)
佐
々
木
八
郎

君
(
豊
橋
市
〉
東
三
嬰
一
徳
会
殿
(
娘
一
田
区
)
紋
川
福
繁
君
(
仙
台
市
)

梅
津
義
男
君
(
鳥
取
県
)
熊
野
千
太
郎
君
(
八
王
子
)
町
四
四
郎
君
、

高
木
昂
君
、
二
一
枝
文
平
君
(
小
枚
市
)
穂
積
藤
雄
君
(
熊
本
市
)
西
野

鉄
雄
君
、
上
田
誠

一
君
(
小
樟
市
〉
長
谷
川
愉
君
、
九
津
見
肇
君
(
新

宿
区
)
佐
々
木
敏
夫
君
(
浜
松
市
〉
森
田
稲
造
君
(
京
都
〉
柏
井
郁
三

郎
治
(
名
古
尾
市
)
犬
橋
俊
次
郎
計
(横
浜
市
〉
山
本
勝
利
君
(室
蘭
市

)
鈴
木
又
吉
右

(
岐
阜
県
〉
高
木
健
士
口
君
(
品
川
区
)
安
藤
弘
君
(
玉

れ
市
)
渡
辺
茂
必
(
戸
州
市
)
広
田
開
夫
君
(
畑
山
川
市
)
井
合
関
三
君
(

悩
岡
県
)
福
陵
会
殿
池
田
明
治
郎
計
(れ
根
県
)
高
木
応
悦
計

qhf寸
県

)
高
橋
源
詳
次
対
(
的
岡
市
)
下
村
加
君
(
石
巻
市
)
鈴
木
惣
次
郎
君
(

和
広
市
)
杉
田
末
吉
右
(
秋
田
県
)
中
道
嘉
門
世
相
(
宇
和
れ
市
)
久
保

田
謙
次
郎
君
(
千
代
田
区
〉
小
谷
虎
次
郎
君
(
大
阪
)
大
阪
筒
科
大
学

殿
〔
九
州
)
九
州
南
科
大
学
同
窓
会
殿



予
て
御
静
養
中
の
故
血
脇
守
之
助
先
生
未
亡
人
ソ
デ
万
自
は
五
月
十
一
日
午

後
八
時
一
二
十
五
分
、
天
寿
を
全
う
さ
れ
安
ら
か
に
‘
氷
賦
さ
れ
た
。

五
月
十
三
日
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で
大
田
区
雲
ヶ
谷
四
五
一
の
御
自
宅
で

御
通
夜
が
品
目
ま
れ
、
十
四
日
正
午
よ
り
一
時
ま
で
御
葬
儀
、
同
一
時
よ
り
二
時

ま
で
わ
別
式
が
営
ま
れ
た
。

去
る
二
月
の
本
会
例
会
当
日
、
午
前
中
に
行
わ
れ
た
血
脇
守
之
助
先
生
十
三

回
忌
法
要
に
は
、
水
道
橋
の
母
校
に
御
元
気
な
お
顔
を
見
せ
て
頂
い
た
が
、
以

混
血
に
て
に
わ
か
に
御
他
界
に
な
ら
れ
た
。

故
血
脇
先
生
の
立
派
な
内
助
者
と
し
て
、
数
々
の
治
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

常
に
温
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
さ
れ
、
接
す
る
者
に
慈
母
の
情
を
う
け
さ
せ
て
居
ら
れ

た
お
姿
は
今
は
幽
刷
出
掛
を
異
に
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
安
ら
か
に
眠
ら

れ
る
血
脇
先
生
の
許
に
旅
立
た
れ
御
二
人
で
静
か

に
ほ
与

え
み
合
わ
れ
て
い
る

こ
と
L
思
わ
れ
る
。

議
ん
で
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

( 3) 東京歯科大学同窓会会報

先
般
行
わ
れ
た
地
方
選
挙
で
左
の
同

一

窓
各
位
が
芽
出
度
く
当
選
の
栄
を
得
ら
れ

た
。
謹
ん
で
祝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る

東
京
都
議
会
議
員
吉
峰
長
利
君

兵
庫
県
議
会
議
員
矢
努
善
寛
君

青

森

県

議

会

議

員

鈴

木

穏

君

東
京
都
区
議
会
議
員

三
浦
宗
一
君
(
新
宿
区
)

藤
江
義
三
君
(
目
黒
区
)

川
れ
平
三
郎
君
(
品
川
区
)

安

藤

弘

若

(

品

川
区
)

高
崎
初
太
郎
治
(
渋
科
区
)

吉

崎

登

若

(

渋

谷

区

)

久
木
留
広
君
(
荒
川
区
)
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方
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ュ
ー
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市
議
会
議
員

宮
下
寅
之
進
君
(
佐
倉
市
〉

中
村
忠
雄
君
(
龍
ヶ
崎
市
〉

高
橋
省
巳
君
(
木
更
津
市
)

石
井
潔
世
相
(
館
山
市
)

小
西
滋
作
君
(
横
浜
市
)

庄
司
清
夫
君
(
横
浜
市
)

石
川

佐
一
君
(
挙
母
市
)

柳
沢
清
一
君
(
上
田
市
)

谷
本
徳
太
郎
君
(
福
山
市
〉

中

谷

貢

君

(
広
島
市
)

波
辺
一
郎
君
(
佐
世
保
市
)

掛
川
明
久
精
君
(
旭
川
市
)

榊
原
立
郎
君
(
札
幌
市
)

町
村
長
、
町
村
議
会
議
員

長
谷
川
正
人
君
(
長
野
県
松
代
町
長
)

片
野
利
三
郎
君

(群
馬
県
新
治
村
長
)

血
脇
ソ
テ
刀
自

永

眠

さ

る

川
越
助
三
君
(
群
馬
県
中
之
条
町
議
)

池
上
一
雄
君
(
長
野
県
龍
野
町
議
)

な
お
以
上
各
氏
の
ほ
か
、
当
選
の
栄
を

得
ら
れ
た
方
も
あ
る
こ
と
L
考
え
ら
れ
る

が
、
本
会
宛
第
一
報
賜
わ
れ
ば
幸
甚
と
考

え
る
。

学

位

受

賞

者

紹

介

坂

田

称
君

坂
田
君
は
婿
玉

県
の
産
、
県
立
深

谷
刷
業
学
校
卒
業

昭
和
二
十

一
年
九

月
創
立
第
一
一
例
の
予
科
生
と
し
て
本
学
に

入
学
。
二
十
四
年
三
月
予
科
修
了
。
四
月

学
部
に
進
学
。
重
厚
な
る
性
格
と
燃
ゆ
る

が
ご
と
き
向
学
精
神
と
は
常
に
衆
望
を
担

っ
て
、
在
学
中
総
代
と
し
て
全
級
友
を
統

卒
学
校
当
事
者
聞
に
も
絶
大
な
る
信
望
を

得
て
い
た
。

二
十
八
年
三
月
優
秀
な
る
成
績
を
も
っ

て
卒
業
、
直
ち
に
口
腔
外
科
教
室
に
助
手

と
し
て
採
用
さ
れ
、
診
療
に
、
研
究
に
献

身
的
な
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、

生

理
学
教
室
前
教
授
山
田
守
博
士
が
鳥
取
大

学
に
赴
任
さ
れ
た
三
十
年
乞
わ
れ
て
同
教

授
と
と
も
に
鳥
取
大
学
医
学
部
に
転
任
さ

れ
た
。再
来
山
田
教
授
の
手
足
と
な
っ
て
研
究

に
没
頭
。
す
で
に
数
々
の
研
究
業
績
を
公

表
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
日

本
生
理
学
雑
誌
に
議
敵
さ
れ
た
「
神
経
線

維
に
対
す
る
諸
問
制
イ
オ
ン
の
影
縛
」
を
主

論
文
と
し
て
鳥
取
大
学
米
子
医
科
大
学
に

提
出
学
校
請
求
中
で
あ
っ
た
が
山
田
教
授

、
主
査
の
も
と
に
審
査
が
進
め
ら
れ
た
結
巣

満
場
一
致
を
も
っ
て
同
大
学
教
授
会
を
通

過
、
昨
三
十
三
年
七
月
二
十
九
日
付
に
て

学
上
偉
大
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。

後
零
の
功
な
り
昭
和
三
十
三
年
十
月
八

日
の
東
京
大
学
医
学
部
教
授
会
で
満
場

一

致
論
文
が
通
過
し
、
越
え
て
十
一
月
二
十

六
日
付
で
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位
記
が

授
与
さ
た
た
。

今
ま
で
血
液
引
を
証
明
で
き
る
血
液
型

物
質
は
身
体
務
部
ど
こ
で
も
存
在
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
歯
牙
か

ら
は
未
だ
そ
れ
ぞ
れ
検
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ

た
。
同
君
の
主
論
文
で
あ
る
「

備
牙
硬
組
織
よ
り
の
血
液
別
物
質
抽
出
に

関
す
る
研
究
」
の
動
機
は
、
か
の
有
名
な
大

津
カ
l
ビ
ン
グ
州
事
件
に
際
し
て
、
マ
シ

ホ

I
ル
小
の
い
抗
体
に
つ
い
て
の
血
液
型
鑑

定
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
遂
に
爾
牙
の
み

で
な
く
、
歯
石
や
義
歯
か
ら
も
血
液
別
検

出
の
可
能
性
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
博
士
は
昭
和
三
十
三
年
三
月
か
ら
再

び
母
校
口
除
外
科
学
教
室
に
勤
務
し
、
同

年
六
月
に
は
我
が
固
で
一
一

O
七
番
の
死

同
対
は
本
年
一
二

↑体
解
剖
資
格
者
と
な
り
、
本
年
四
月
一
日

月
で
満
三
十
二
才

一
付
で
講
師
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

の
働
き
盛
り
で
、

一
る
。
同
博
士
は
未
だ
独
身
で
、
今
後
が
大

椅
玉
県
鴻
巣
市
の
一
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
を
御
母
堂
は

出
身
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
母
校
を
卒
業

一東
京
女
子
商
科
医
れ
専
卒
で
現
住
所
で
開
業

す
る
と
、
直
ち
に

口
腔
外
科
学
教
室
に
入

一
し
降
椛
を
来
し
て
い
る
。

室
、
診
療
の
傍
ら
口
院
外
科
疾
患
と
く
に

一

(
口
院
外
科
学
教
室
長
尾
喜
景
記
〉

三
叉
神
経
痛
に
対
す
る
葉
緑
素
の
研
究
に

専
念
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
八
月

助
手
現
職
の
ま
ま
東
京
大
学
に
派
遣
さ
れ

懇
話
さ
れ
て
文
部
教
官
に
任
せ
ら
れ
、
東

京
大
学
助
手
と
し
て
、
医
学
部
法
医
学
教

室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
以
来
上
野
正
吉

教
授
の
指
導
に
よ

っ
て
、
簡
科
法
医
学
開

眼
の
基
礎
で
あ
る
街
牙
か
ら
の
血
液
担
を

検
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
、
法
医
学
界

に
波
紋
を
投
じ
、
さ
ら
に
我
が
国
最
初
の

血
液
型
キ
メ
ラ
を
発
見
し
て
、
人
類
遺
伝

栄
あ
る
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

誠
に
お
め
で
た
い
限
り
で
心
か
ら
祝
い

申
し
上
げ
る
。

さ
き
に
森
沢
君
が
学
部
卒
業
第
一
号
と

し
て
報
、占守
し
た
が
さ
ら
に
一
ヶ
月
を
経
ず

に
第
二
号
が
誕
生
し
た
わ
け
で
、
今
後
も

続
々

と
し
て
新
博
士
が
送
り
出
さ
れ
る
こ

と
を
思
う
と
新
商
学
士
諸
君
の
前
途
は
益

々
洋
々
た
る
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

同
君
は
現
在
な
お
鳥
取
大
学
医
学
部
第

一
生
理
学
教
室
に
お
い
て
山
田
教
授
を
援

け
、
口
腔
領
域
に
お
け
る
神
経
生
涯
と
く

に
、
歯
根
膜
、
附
随
、
歯
線
等
の
神
経
知

覚
末
端
の
性
質
に
つ
い
て
特
殊
な
研
究
を

続
け
て
居
ら
れ
る
の
で
、
近
く
阿
期
的
な

業
績
が
発
表
せ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
0

.

(

近
藤
三
郎
記
〉

主
論
文
(
前
出
)

参
4
4
論
文
神
経
線
維
に
及
ぼ
す
刺
戟

の
効
果
に
つ
い
て

他
四
制

鈴

木

和
男
君

i

岡

山

本

F

ふ

山
本
君
は
山
梨

・
四
邑

県
に
生
れ
、
昭
和

4
・

二
十
一
年
県
立
印

府
中
学
卒
業
、
同

年
創
立
早
々
の
本
学
予
科
に
第
一
期
生
と

し
て
入
学
、
二
十
四
年
三
月、

三
ヶ
年
の

予
科
生
活
を
終
っ
て
学
部
に
進
み
、
二
十

八
年
三
月
優
秀
な
る
成
績
を
も
っ
て
、
学

部
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
巣
立
っ
た
新
進

勝

一
君



(4) 

" 
西
弁

〈
解
剖
、
医
学
部
長
)

烈
教
授
(
病
理
)

磯
治
郎
氏
を
祖
父
に
、
博
氏
を
父
と
し
て

稀
に
見
る
恵
ま
れ
た
る
家
庭
の
文
字
通
り

の
ポ
ン
チ
と
し
て
育
ま
れ
た
人
に
似
な
い

熱
血
漢
で
、
動
物
実
・
験
か
ら
標
本
の
作
製

ま
で
全
く
教
室
員
の
手
を
煩
わ
さ
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
他
の
研
究
生
の
も
の
ま
で

協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
同
君
の
挽
ま

ざ
る
努
力
に
対
し
重
ね
て
満
腔
の
敬
意
を

稼
げ
る
と
と
も
に
、
父
君
博
氏
と
も
ど
も

栄
あ
る
学
位
を
得
ら
れ
た
藤
井
家
の
前
途

や
き
わ
め
て
洋
々
た
る
を
信
じ
慶
祝
申
し

上
げ
る
。

研
究
業
績
は
単
に
病
理
方
面
に
限
ら
ず

外
科
方
面
に
お
い
て
も
多
数
の
論
文
を
発

表
せ
ら
れ
て
お
り
、
審
奇
に
あ
た
ら
れ
た

三
宅
教
授
も
絶
大
な
讃
辞
を
日
「
a

し
て
お
ら

れ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

日
紙
良
縁
を
得
ら
れ
て
新
家
庭
を
常
ん

で
居
ら
れ
る
が
近
い
将
来
重
ね
て
朗
報
を

入
手
で
き
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
。

(
松
宮
誠
一
誌
)

主
論
文
乳
歯
の
生
活
歯
髄
切
断
法
に

関
す
る
実
験
的
研
究

参
考
論
文
オ
ー
レ
オ
マ
イ
シ
ン
に
よ

る
頬
部
放
線
菌
症
の
実
験
例

他
八
編

にびで技れ以らが れ二同あよ招が関 医造特らい'芋 連ぎ 払い入 学
副主参た産( 主 御の、官、来し科三た月教つり鰐東心た鑑さ別れた般卒年る人つわ宅乍生
査査考。経内 論 同程当にさ三た学月。六授た同さJ'IIをま定れ研警が査業総性とてゆ学 Jf官徒
論〉他容 文 慶察人任ら人も娘二議日会が論れ医寄た方 、究察臼研と代絡なおる業進で

森藤文 有は のすは官に目の査十ん付を 、文る科せま面専生庁頃究同にはりら倣の学あ
井 名当的に人 限るもさ四とと面白では満本をに大て同の攻ととの所時選予不れの傍とる
於安歯 新時研伴歯 りにちれ月いしにに祝栄場年提際学い君研生しし研法にば科言た下いと。
菟雄痕 問 、究う牙 で余ろたーうて絶は福あ一一出しのらの究とてて究医私れ持:実。のろも
教教の 紙朝 変の ありん。日響 、大 、申る致月し 、法れ研にし史は態学のて代行・ 力いに
授授研 上目 化抜(るあ御霊付察警な同上学を十て同医た空没てめ異度課推いか 、 持ろ当
(究 K: 、 に去桧。る家ね科長察る若げ位も三学教学藤業頭入て例がに薦たらむ との病

室他 殺音 字益事 主空売義主Z言宗守22集客草委空完宅音量吉署長02之 主要望
)四 道 、 る過ー い統の察がまを究 受通で求勧と雄特て専1!!，祭にさ察 を議 努に数
編 さ読 実時誌 での朗研贈つも論 傾過た中誘し博則jい心に大認れ庁 鬼厳 力従室
れ売 験日〉 誠喜報究らてた文 さ 、くでにて士なた法派学めて科 め過 を事に

申 れにもめた授学主汚 手をめ断 長そたた最つ入 つ学科生て入同れ
同し誠たてつら結主位論痢昨掛童 、に前年のとたもて室助子誠学に卒乍年
君上に。目てれ~査請文他年けね手L 関記微感のめ激研、手で師助採業 、 四昭
はげ鹿 出問 、優の求と切七らら犬す鈴夜がこ 、し究外就あに手 f目 、同月辛口
、る賀 度教本秀も巾し断月れれのる木の 1虫と勉かを科任る昇 、さ直六母二
故。の く授年なとでて法 、て 、飼研氏努くで学つ続部と。進三れち年校 十
花 至 栄会ーるにあ東に完い無育究同力 、、に たけの同 さ十翌に三東二
沢 り あを月業慎つ京関成る慮にが様が外こは時ら診時 れ一二 日月 京年
教: で る通十績重た大すし。百は主乳統固と殊代れ療に た年十腔優歯県
授 、 学過四で審が学るた 頭並課歯け論にののた終当 き四七外秀科立の仰さ
無 心 位 、日あ査、医実業 に々題のら文語ほ中。了病 つ月年科な医明長戸若ふ
こ か 記三満るが三学験績 近なで生れの学か学学後理 粋東四学成乍石男市はじ
の ら を月場こ進宅河1的乳 いらあ活た献の苦教力数学 の京月数績 4卒中主藤昭い
涜 お 受三ーとめ に研衛 幼ぬつ歯。訳方労育低宅数 水歯東号室を門学し弁和お
友 祝 領日致がら仁提究の 犬苦た髄 に面さを下に宅 道科京研も学卒て博五き
故 い さ付を認れ数出を生 を労た切 はにれ経の通に 橋大商究つ校業生氏年ま

宴役出場れ次員な務た氏にー上援長づ西会館
次会員来ーた期改く事。の酒田緊にの古村総隣四
のには上致副支選承業議三井の急就挨屋会会隅月
間移新り之支部の認会長名照親動て拶幹頭兼国十
でつ支就に部長件ス計にを義院議懇か事を懇川七
待た部任賛長ににム等石報氏旅と談らの迎殺m.日
期。長の成中多入 l一原告、行なし始司え会泉 !r-
し に挨滞久年りス括文し小 会つ了り会出を茶後
て ー拶り喜女携に各海之菅をたっ 、に席開寮五
居 任がな若房頭議自君れ弘再会て鹿始会健将/1時
た しあくを役支事報を叉ー確費前 島り員しの蔵
西 議つ新推を部を告公承氏認値回俊、廿た聞がj
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